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強調硯実感(Augmented Reality;AR)技術は新しいﾏﾝﾏｼﾝｲﾝﾀﾌｪ-ｽの手法

として注目されている｡

本論文は､工場などで日常的に行われる､ﾏﾆｭｱﾙの参照が必須の作業､例えば､

装置の検査や生産工程の多数部材と多様な治具との組み合わせ作業にAR技術を応用

する実証研究をまとめたものである｡

まず､第1章では本研究の目的､第2章では研究の背景と意義について記述し､ AR

技術の-般的なｻ-ﾍﾞｲを実施している｡また､第3章では卓上作業のためのARｼｽ

ﾃﾑを構築し､ﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪｲｽとしての評価実験を実施し､第4章では移動

環境下におけるARｼｽﾃﾑを開発試作して､同様にﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪｲｽの観点

からの評価実験を実施して考察している｡これらのｼｽﾃﾑの開発と評価実験を通じて､

AR技術を応用したﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪｲｽは､作業対象とﾏﾆﾕｱﾙ間での視線の

頻繁な移動を防止し､ﾏﾆﾕｱﾙ中に指示された作業村象や治具の使用方法の効率的な

伝達を可能として､誤った操作を防止する上で大きな効果があったことが実証されてい

ている｡さらに､第5章において本研究の結論とAR技術のﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪｲｽ

-の応用に関する考察がなされている｡

以上､本論文は新しい研究分野であるAR技術に関する先駆的な実証研究であり､新

しいﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪｲｽの開発研究である｡
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(論文審査結果の要旨)

本論文は､ AR技術を応用した新らしいﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪｲｽの開発研究である｡

従来のVR技術が仮想世界像のみに着目しているのに対して､ AR技術は実世界を中心

におき､生成された仮想世界像を実世界像上にｽ-ﾊﾟ-ｲﾝﾎﾟ-ｽﾞすることによって､

実世界像をｵ-ｸﾞﾒﾝﾄつまり｢強調｣しようとする試みであることから､実世界では

不可視な情報が提示できれば､人間の視覚能力を越えた超視覚ｼｽﾃﾑの開発も可能で

ある｡本論文の成果は以下のように要約できる｡

1.卓上固走環境での作業支援のためのARｼｽﾃﾑを構築し､ﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪ

ｲｽの観点からの評価実験を実施している｡その結果､ AR技術による重畳表示は

作業の迅速化と確実化に非常に有用であり､特に､熟練による作業怠慢の防止や未

経験による予測不能な事故防止に有効であることを実証している｡

2.移動環境での作業支援のためのARｼｽﾃﾑをｳｪｱﾗﾌﾞﾙｺﾝﾋﾟｭ-ﾀの開発に

よって実装し､電源ﾊﾟﾈﾙの壁面-の設置･配線作業による評価実験を実施し､移

動環境下においても無線によるﾈｯﾄﾜ-ｸ構築が可能であり､遠隔作業の集中管

理が非熟練者による作業の安仝化に有用であることを実証した｡

3.最近注目されているｳｪｱﾗﾌﾞﾙｺﾝﾋﾟｭ-ﾀの新しい応用分野として､ﾏﾆｭｱ

ﾙ作業のﾋﾞｼﾞｭｱﾙ化機器が大きな市場である可能性を示している｡

以上述べたように､本論文はAR技術が2 1世紀のﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪｲｽとして重

要な基盤技術であることを見出すともに､実際に異なる作業環境に適応するこつのAR

ｼｽﾃﾑを開発試作して性能評価したという実証研究に特徴を持っている｡これらの研

究成果は､学会論文誌2件､査読付国際学会3件､英文単行本1件として公表されてお

り､学術面での貢献を認めることができる｡また､本研究は､ InternationalConference

on Ⅵrtual System and Multimedia 1996においてBest Ybung Researcher AⅣardを

受賞しており､産学共同学術展示会にも3回出展するなど､我が国の科学技術の発展と

社会的ﾆ-ｽﾞに応える真の実用研究としての貢献も大きい｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


